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１
月
27
日
（
火
）
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、「
Ｔ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｋ
　
Ｎ
Ｏ
Ｗ
ハ
ン
セ
ン
病
　
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ア
ピ
ー
ル
２
０
１
５
～
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
と
回
復
者
に
対
す
る
社
会

的
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て
～
」（
日
本

財
団
主
催
）
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
国
際
会
議
は
、「
世
界
ハ
ン
セ

ン
病
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
毎
年
、
世
界

各
国
で
行
わ
れ
、
10
回
目
の
今
回
、
初

の
日
本
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
午
前
の
式
典
に
は
、
安
倍
首
相
、
塩

崎
厚
労
大
臣
も
臨
席
し
、
来
賓
挨
拶
に

て
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い
知

識
の
啓
発
、
差
別
・
偏
見
の
解
消
、
回

復
者
の
穏
や
か
な
生
活
の
保
障
、
名
誉

回
復
事
業
の
実
践
を
、
政
府
の
責
任
で

行
う
こ
と
を
改
め
て
約
束
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
国
の

回
復
者
と
関
係
者
の

代
表
が
壇
上
に
あ
が

り
、
国
際
看
護
師
協

会
と
の
共
同
宣
言
と

し
て
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ピ
ー
ル
２
０

１
５
を
読
み
上
げ
た
。

　
午
後
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
今
、
何
故
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
な
の

か
？
」
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
最
初
に
全
体
会

の
位
置
づ
け
で
「
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
に

よ
る
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
共
有
」、

そ
の
後
、
３
つ
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

　
テ
ー
マ
１
は
、
医
療
・
看
護
の
現
場

に
お
け
る
課
題
と
展
望
を
議
論
す
る

「
ハ
ン
セ
ン
病
と
医
療
・
看
護
―
あ
ら

ゆ
る
人
に
尊
厳
あ
る
ケ
ア
を
―
」、テ
ー

マ
２
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
遺
産
の

保
存
と
活
用
に
つ
い
て
議
論
す
る
「
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
ハ
ン
セ
ン
病
の

歴
史
」、
テ
ー
マ
３
が
、
医
療
・
看
護
、

歴
史
、
当
事
者
運
動
、
行
政
な
ど
様
々

な
立
ち
位
置
か
ら
議
論
す
る
「
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
の
将
来
―
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
？
―
」
で
あ
っ
た
。
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
か
ら
は
テ
ー
マ
２
の
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
平
沢
保
治
運
営
委
員
、

黒
尾
和
久
学
芸
部
長
が
登
壇
し
た
。

　
平
沢
運
営
委
員
は
、
自
ら
の
ラ
イ

フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
語
る
な
か
で
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
の
創
設
が「
ら
い
予
防
法
」

の
廃
止
や
国
賠
訴
訟
を
勝
利
に
導
く
原

動
力
と
な
っ
た
と
力
強
く
述
べ
た
。
し

か
し
今
な
お
多
く
の
回
復
者
が
仮
名
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
資
料
館
見
学

参加各国代表によるグローバル・アピール宣言

使
い
、
故
郷
を
伏
せ
、
肉
親
と
の
交
流

が
ま
ま
な
ら
な
い
現
状
に
も
触
れ
、
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
に
は
国
境
は
な
い
、
そ

の
歴
史
遺
産
・
教
訓
を
未
来
に
向
け
て

役
立
て
ら
れ
る
か
否
か
は
、
多
く
の

人
々
の
理
解
を
得
ら
れ
る
、
社
会
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
施
策
を
様
々
に
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
黒
尾
部
長
は
、
誤
っ
た
政
策
に
よ
り
、

日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
は
二
世

三
世
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ハ
ン
セ

ン
病
の
遺
産
を
引
き
継
ぐ
の
は
我
々
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
偏
見
、
差
別
な
ど
を

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
そ
の

た
め
に
も
ど
う
い
う
歴
史
を
次
の
世
代

に
残
す
の
か
、
そ
の
遺
産
か
ら
い
か
な

る
教
訓
と
希
望
を
得
る
の
か
常
に
考
え

る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
た
。

　
な
お
翌
日
、
式
典
に
参
加
し
て
い
た

世
界
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
代
表
８

人
が
、
日
本
財
団
の
尽
力
に
よ
り
、
皇

居
吹
上
御
所
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛

下
に
謁
見
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
森
和

男
全
療
協
会
長
と
平
沢
運
営
委
員
が
招

か
れ
、
両
陛
下
と
言
葉
を
交
わ
し
た
。

　
ま
た
来
日
し
た
式
典
参
加
者
に
は
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
見
学
を
希
望

す
る
方
も
多
く
、
翌
日
午
後
に
大
型
バ

ス
で
来
館
し
た
。
稲
葉
学
芸
課
長
が
展

示
室
を
、
黒
尾
学
芸
部
長
が
多
磨
全
生

園
内
の
史
跡
を
案
内
し
た
。
前
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
参

加
者
の
質
問
も
多
く
、
自
国
の
療
養
施

設
と
の
比
較
を
踏
ま
え
た
感
想
を
聞
く

こ
と
も
で
き
て
、
案
内
す
る
側
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
見
学
会
に
な
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ピ
ー
ル
２
０
１
５

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
見
学
会
に

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
も
協
力
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２
月
21
日
14
時
か
ら
、
国
立
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
映
像
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
人
権
の
森
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
私
た
ち
が

考
え
る
人
権
の
森
」（
東
村
山
市
主
催
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
渡
部
尚
東
村
山
市
長
が
開
会

挨
拶
に
立
ち
、
多
磨
全
生
園
入
所
者
自

治
会
（
以
下
、
自
治
会
）
が
掲
げ
る
将

来
構
想
「
人
権
の
森
構
想
」
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
の
場
と
し

た
い
と
述
べ
た
。

　「
第
一
部
　
人
権
の
森
に
ま

な
ぶ
」
で
は
、
写
真
集
『
い
の

ち
の
森
に
暮
ら
す
』（
発
行
＝

東
村
山
市
・
自
治
会
）
に
掲
載

さ
れ
た
全
生
園
の
四
季
と
入
所

者
を
撮
影
し
た
写
真
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

同
書
で
写
真
撮
影
を
担
当
し
た

宇
井
眞
紀
子
氏
と
広
瀬
敦
司
氏

が
登
壇
し
、
撮
影
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
全
生
園
へ
の
想

い
な
ど
を
語
っ
た
。
続
い
て
、

中
学
生
の
こ
ろ
全
生
園
入
所
者

か
ら
話
を
聴
く
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動
し
て
い

続
化
を
検
討
す
る
場
の
設
置
⑥
療
養
所

内
人
権
委
員
会
構
想
等
で
あ
る
。
担
当

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
現
状
報
告
、
説
明
も

あ
り
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。
療
養
所

保
存
永
続
化
に
つ
い
て
は
「
現
状
で
は

先
に
進
め
な
い
。
議
懇
に
採
択
し
て
頂

き
政
治
問
題
化
す
べ
き
だ
」
等
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。

　
15
時
か
ら
17
時
ま
で
は
厚
労
省
11
階

第
９
会
議
室
で
、
統
一
交
渉
団
と
医
療

経
営
支
援
課
・
佐
藤
課
長
他
５
名
、
疾

病
対
策
課
・
原
渕
課
長
補
佐
に
よ
る
在

園
保
障
・
作
業
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
厚
労
省
の
回
答
は
①
賃
金
職
員
定
員

化
後
の
期
間
業
務
職
員
の
補
充
は
徐
々

に
ふ
え
て
い
る
、
②
医
師
・
看
護
師
の

欠
員
補
充
は
地
理
的
・
給
与
面
の
問
題

も
あ
る
が
、
副
園
長
、
内
科
医
は
早
急

に
解
消
し
た
い
、
③
看
護
師
、
介
護
員

に
つ
い
て
は
充
足
で
き
な
い
要
素
が
幾

つ
も
あ
り
苦
慮
し
て
い
る
、
と
述
べ
問

題
の
複
雑
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
現
在
国
立
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
13
園
の

入
所
者
は
１
７
０
０

人
程
と
な
り
、
平
均

年
齢
は
83
才
を
超
え

て
い
る
。
高
齢
化
に

伴
い
誰
も
が
二
重
三

重
の
障
害
を
持
っ
て

お
り
、
６
割
以
上
の

人
が
職
員
の
看
護
、

介
護
の
お
世
話
を
受

け
な
け
れ
ば
生
活
出

来
な
い
状
態
だ
。

　
平
成
26
年
４
月
調

査
の
全
療
協
統
計
資

料
集
に
よ
る
と
、
①

ね
た
き
り
不
自
由
者

１
７
３
名
、
②
要
食

事
介
助
者
５
７
３
名
、

③
特
別
食
・
治
療
食

５
９
４
名
、
④
失
禁
・
お
む
つ
使
用
者

５
６
０
名
、
⑤
認
知
症
４
９
０
名
と

な
っ
て
お
り
、
入
所
者
数
は
減
っ
て
も

失
禁
・
お
む
つ
使
用
者
は
逆
に
前
年
度

よ
り
90
名
も
ふ
え
て
い
る
。

　
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
協

議
会
（
全
療
協
）
は
２
月
26
日
（
木
）

９
時
よ
り
愛
宕
山
の
弁
護
士
ビ
ル
で
、

森
会
長
、
藤
崎
事
務
局
長
、
非
常
勤
中

執
（
佐
川
、
石
川
、
金
城
）
３
名
に
よ

る
中
執
会
議
を
開
催
し
た
。
議
題
は
４

月
21
日
の
代
表
者
会
議
に
提
案
す
る
①

平
成
27
年
度
運
動
方
針
骨
子
の
検
討
、

②
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
に
つ

い
て
、
③
人
権
擁
護
委
員
会
の
設
置
、

④
世
界
遺
産
登
録
問
題
、
等
で
あ
る
。

　
13
時
か
ら
は
霞
ヶ
関
の
弁
護
士
会
館

で
、
全
原
協
、
全
療
協
、
東
京
、
瀬
戸

内
、
九
州
弁
護
士
会
の
関
係
者
10
数
名

に
よ
る
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
将
来

構
想
を
す
す
め
る
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　
議
題
は
①
作
業
部
会
の
テ
ー

マ
、
②
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
平

成
27
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

③
楽
泉
園
の
重
監
房
資
料
館
の

状
況
、
④
世
界
遺
産
構
想
の
状

況
、
⑤
神
さ
ん
、
谺
さ
ん
東
京

弁
護
士
会
人
権
賞
受
賞
に
つ
い

て
等
で
あ
る
。

　
こ
の
後
予
定
さ
れ
て
い
る
作

業
部
会
の
内
容
は
、
協
議
事
項

と
し
て
①
賃
金
職
員
定
員
化
後

の
期
間
業
務
職
員
の
補
充
に
つ

い
て
②
医
師
・
看
護
師
定
員
欠

員
補
充
③
大
島
・
船
員
の
地
位

の
安
定
化
④
介
護
員
以
外
の
職

員
の
確
保
⑤
療
養
所
の
保
存
永

全
療
協
中
執
会
議

た
３
人
の
高
校
生
（
本
橋
果
林
さ
ん
、

朝
原
望
美
さ
ん
、
俵
谷
優
佳
さ
ん
）
が
、

入
所
者
の
話
を
紙
芝
居
に
し
た
作
品
を

披
露
し
た
。

　「
第
二
部
　
人
権
の
森
を
考
え
る
」

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

佐
川
修
氏
（
自
治
会
長
）、
新
保
庄
三

氏
（
土
の
根
会
理
事
長
）、
石
田
玲
奈

氏
（
東
村
山
市
教
育
委
員
会
）、
３
人

の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
壇
し
た

（
司
会
は
渡
部
市
長
）。
佐
川
氏
は
、「
自

分
た
ち
が
育
て
た
全
生
園
の
森
へ
の
想

い
を
、
自
分
た
ち
が
い
な
く
な
っ
た
後

は
東
村
山
市
と
市
民
の
方
に
受
け
継
い

で
ほ
し
い
」
と
発
言
。
そ
れ
を
う
け
パ

ネ
リ
ス
ト
各
人
は
、
全
生
園
と
の
関
わ

り
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、「
人
権
の
森
構

想
」
実
現
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
発
言
し
た
。

　
最
後
に
、
花
さ
き
保
育
園
の
園
児
た

ち
が
歌
を
披
露
し
、
和
や
か
な
空
気
に

包
ま
れ
な
が
ら
閉
会
と
な
っ
た
。

人
権
の
森
ポ
ス
タ
ー

ハンセン病問題の複雑化
作業部会で浮かび上がる

資
料
館
で
人
権
の
森
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
権
の
森
構
想
実
現
の
た
め
に
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ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
へ
の
偏

見
・
差
別
と
人
権
侵
害
の
再
発
防
止
に

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
と
と
も
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
理
由

と
し
て
人
を
差
別
し
、
地
域
社
会
か
ら

排
除
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
人
は

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
し
啓
発
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
に
対
す

る
偏
見
・
差
別
の
解
消
と
名
誉
回
復
、

人
権
学
習
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
当
資
料
館
に
来
館
し
て
頂
き
た
い
の

で
す
が
、
遠
方
の
方
な
ど
当
館
へ
の
来

館
が
難
し
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
教
育
啓
発

は
全
国
規
模
で
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出

張
講
演
、
ま
た
、
自
治
体
等
が
主
催
す

る
写
真
パ
ネ
ル
展
へ
の
講
師
派
遣
、
語

り
部
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
、

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
普
及

な
ど
啓
発
事
業
を
強
化
推
進
す
る
た
め

二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
社
会
啓
発
課
が

本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま
す
。
社
会
啓

発
課
で
は
、
以
下
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

１
．
教
育
啓
発

（
１
）
講
演
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

①
市
民
公
開
講
座
、
新
任
職
員
人
権
研

修
会
、
人
権
担
当
教
員
・
職
員
研
修
会
、

小
中
学
校
等
の
教
育
機
関
、
医
学
部
・

看
護
学
部
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

②
講
演
内
容
：
ハ
ン
セ
ン
病
医
学
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
と
政
策
、
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
の
現
状
、
人
権
な
ど
。

③
時
間
：
一
時
間
～
二
時
間

④
費
用
： 

無
料

（
２
）
自
治
体
等
の
人
権
啓
発
事
業
へ

の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
所
蔵
の 

「
写
真
パ
ネ
ル
」
と
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
の
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。

①
写
真
パ
ネ
ル
（
無
料
、送
料
着
払
い
）

・
全
国
の
療
養
所
（
46
枚
組
）

・
全
療
協
60
年
の
歩
み
（
39
枚
組
）

・
多
磨
全
生
園
（
24
枚
組
）

②
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
無
料
、
送
料
着
払
い
）

・
平
沢
さ
ん
の
語
り
部（
30
分
～
44
分
）

・「
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」

（
15
分
）

・「
忘
れ
ら
れ
た
人
た
ち
」（
子
ど
も
向

け
、
９
分
）

（
３
）
英
語
版
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

英
語
版
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
て
い
ま

　
３
月
16
日（
月
）

永
岡
桂
子
厚
生
労

働
副
大
臣
が
来
館

し
た
。
多
磨
全
生

園
を
訪
問
し
、
納

骨
堂
に
献
花
し
て

か
ら
、
資
料
館
を

訪
れ
た
。

　
入
口
で
成
田
稔

館
長
、
日
本
科
学

技
術
振
興
財
団
の

吉
田
浄
専
務
理
事

ら
が
出
迎
え
た
後
、

展
示
室
を
見
学
し

た
。
案
内
し
た
平

沢
保
治
運
営
委
員

は
、
山
吹
舎
を
モ

デ
ル
に
再
現
し
た

雑
居
部
屋
の
展
示

の
前
で
は
、
実
際
に
山
吹
舎
に
住
ん
で

い
た
時
の
話
を
、
患
者
作
業
の
コ
ー

厚
労
省
で
各
県
担
当
官
に
「
啓
発
」
講
演

二
〇
一
五
年
四
月
か
ら

社
会
啓
発
課
が
本
格
始
動

す
か
」
を
作
成
し
ま
す
。

（
４
）「
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
」
夏
期
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

・
生
徒
た
ち
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
本

質
を
伝
え
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
学
校
の
先
生
に
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
に
つ
い
て
先
生
と
生
徒
た
ち
が
共

に
話
し
合
い
、
共
生
の
た
め
の
行
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
教
員
を
対
象
と
し
た
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
を
総
合
的
に
学
習
で
き
る
「
ハ

ン
セ
ン
病
と
人
権
」夏
期
セ
ミ
ナ
ー（
参

加
費
無
料
）
を
二
〇
一
五
年
八
月
一
九

日
（
水
）・
二
〇
日
（
木
）
に
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
資
料
館
で
開
催
し
ま
す
。

（
５
）
教
育
委
員
会
に
資
料
館
の
人
権

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
し
、
小
中
学

校
の
来
館
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
ま

す
。

２
．
調
査
研
究

（
１
）
各
園
資
料
館
（
歴
史
館
・
社
会

交
流
会
館
等
）
と
社
会
啓
発
に
つ
い
て

交
流
・
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
学
会
、
日
本

精
神
・
神
経
学
会
な
ど
と
連
携
し
、
疾

患
と
偏
見
・
差
別
、
人
権
侵
害
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
・
発
表
を
行
い
ま
す
。

３
．
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能

（
１
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
し
ま
す
。

・
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
し
ま
す
。

・
英
語
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
ま
す
。

（
２
）
英
語
版
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
紹

介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T

ナ
ー
で
は
、
軽
症
患
者
が
重
症
患
者
の

お
世
話
を
す
る
付
添
看
護
や
、
膨
大
な

量
の
よ
れ
た
包
帯
を
巻
き
直
す
女
性
や

子
ど
も
の
作
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、「
舌
読
」
の
写
真
の
前
で
は
、

重
い
身
体
障
害
が
あ
っ
て
も
、
人
と
し

て
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
全
う
す
る
大

切
さ
を
、
陶
芸
作
品
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

全
国
の
療
養
所
に
数
多
く
の
陶
芸
作
家

が
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
窓
の
外
に
見

え
る
桜
並
木
に
つ
い
て
も
、
60
年
来
の

緑
化
活
動
の
結
果
、
現
在
で
は
地
域
の

人
々
で
賑
わ
う
お
花
見
の
名
所
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
話
し
た
。
永
岡
副
大
臣

は
、
自
身
の
体
験
談
を
交
え
た
平
沢
さ

ん
の
説
明
を
熱
心
に
聞
か
れ
た
。

　
偶
然
に
も
永
岡
副
大
臣
の
選
挙
区
と

平
沢
さ
ん
の
出
身
地
と
が
同
じ
だ
っ
た

た
め
、
視
察
は
終
始
「
同
郷
」
の
親
し

さ
か
ら
く
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

進
ん
だ
。
時
折
、
駅
前
に
あ
る
店
の
話

な
ど
の
よ
う
に
、
同
行
し
て

い
た
人
た
ち
に
は
ほ
と
ん
ど

分
か
ら
な
い
ほ
ど
ロ
ー
カ
ル

な
話
題
も
挟
み
つ
つ
、
会
話

が
弾
ん
だ
。

　
視
察
の
最
後
に
は
平
沢
さ

ん
か
ら
、
当
館
の
収
蔵
庫
増

設
、
各
園
の
資
料
館
へ
の
学

芸
員
配
置
、
道
徳
教
育
に
ハ

ン
セ
ン
病
の
学
習
を
取
り
入

れ
る
こ
と
の
３
点
に
つ
い
て
、

実
現
に
向
け
た
支
援
の
お
願

い
が
あ
っ
た
。
永
岡
副
大
臣

は
ほ
ぼ
１
時
間
に
も
渡
り
資

料
館
に
滞
在
し
、
開
催
中
の

企
画
展
も
含
め
す
べ
て
の
展

示
を
ご
覧
に
な
っ
た
。

写真「舌読」の説明を聞く永岡厚労副大臣

永岡厚労副大臣が来館
展示・企画展全てを観賞
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ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
第
11
回
総

会
・
交
流
集
会
in
東
京
・
駿
河
が
５
月

９
日
・
10
日
に
開
催
さ
れ
る
。
全
体

テ
ー
マ
は
「
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う
―
当

事
者
運
動
と
市
民
の
か
か
わ
り
―
」。

　
１
日
目
は
都
内
の
日
経
ホ
ー
ル
が
会

場
と
な
っ
て
い
る
。
開
会
式
・
総
会
の

後
、
交
流
集
会
第
１
部
は
徳
田
靖
之
弁

護
士
と
坂
元
茂
樹
同
志
社
大
学
教
授
に

よ
る
報
告
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
現
状

と
課
題
」、
第
２
部
は
宮
坂
道
夫
新
潟

大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

森
和
男
全
療
協
会
長
と
青
木
美
憲
邑
久

光
明
園
副
園
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う

―
当
事
者
運
動
と
市
民
の
か
か
わ
り

―
」
が
行
わ
れ
る
。

　
２
日
目
の
午
前
は
場
所
を
移
し
て
各

分
科
会
が
開
催
さ
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
と

会
場
は
次
の
通
り
。
分
科
会
Ａ
「
国
際

連
帯
」（
当
館
映
像
ホ
ー
ル
）、
Ｂ
「
教

育
」（
多
磨
全
生
園
中
央
集
会
所
）、
Ｃ

「
家
族
」（
同
園
福
祉
会
館
）、
Ｄ
「
自

治
体
と
の
連
携
」（
同
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）、
Ｅ
「
駿
河
療
養

所
・
神
山
復
生
病
院
を
訪
ね
て 

バ
ス

ツ
ア
ー
」（
静
岡
県
御
殿
場
市
）。

　
分
科
会
Ｄ
「
自
治
体
と
の
連
携
」
で

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
近
藤
剛（
弁

護
士
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
・
佐
川
修
（
多

磨
全
生
園
入
所
者
自
治
会
会
長
）、
石

山
春
平
（
退
所
者
、あ
お
ば
の
会
会
長
）、

東
村
山
市
長
、
武
久
顕
也
（
瀬
戸
内
市

長
）、
熊
本
県
担
当
者
が
出
席
し
、
連

携
の
現
況
や
療
養
所
の
将
来
構
想
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　
午
後
は
、
平
沢
保
治
さ
ん
と
森
元
美

代
治
さ
ん
が
多
磨
全
生
園
を
案
内
す
る

「
園
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」、
特
別
企

画
「
学
生
・
市
民
入
門
講
座
～
学
生
・

地
域
の
皆
さ
ん
大
歓
迎
」、
当
館
企
画

展
の
附
帯
事
業
で
開
催
し
た
大
竹
章
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
「
趙
根
在
の
写
真
を

語
る
」（
当
館
映
像
ホ
ー
ル
）
が
行
わ

れ
る
予
定
だ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
・
駿
河
集
会

実
行
委
員
会
（
水
野
法
律
事
務
所
）
ま

で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
三
―

三
三
五
八
―

四
四
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三
―

三
三
五
八
―

四
四
七
三

メ
ー
ル
：m

izu
n
o
64@

m
b
c.o

cn
.n
e.jp

　
な
お
同
時
期
に
当
館
１
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
「「
道
輔
さ
ん
」
多
磨
全
生

園
・
元
ハ
ン
セ
ン
病
図
書
館
員

　
山
下

道
輔
氏
の
記
録
２
０
０
２
～
２
０
１
４

　
黒
崎
彰
写
真
展
」が
開
催
さ
れ
る（
会

期
４
月
29
日
～
５
月
10
日
）。

　
３
月
１
日
（
日
）

か
ら
写
真
を
一
部
入

れ
替
え
、企
画
展「
こ

の
人
た
ち
に
光
を
―

写
真
家
趙
根
在
が
伝

え
た
入
所
者
の
姿
」

後
期
が
始
ま
っ
た
。

　
後
期
で
は
、
今
回

入
れ
替
え
を
行
っ
た

新
た
な
写
真
17
点
を

含
め
た
全
66
点
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
入

れ
替
え
た
作
品
数
点

に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
。

　
本
展
で
は
趙
根
在

の
写
真
を
テ
ー
マ
に

分
け
て
展
示
し
て
い

る
が
、
日
常
を
写
し

た
写
真
と
し
て
「
共

用
の
流
し
場
」、「
雑

た
方
か
ら
は
「
入
所
者
の
方
々
の
多
様

な
表
情
に
出
会
え
て
感
動
し
た
」
と
い

う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
是
非
こ

の
機
会
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
た
い
。
会

期
は
５
月
31
日
（
日
）
ま
で
。

後期17点を入れ替えて開催

　
近
年
、
各
療
養
所
で
の
展
示
施
設
の

設
置
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
動
き
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
15
日
、
星
塚
敬
愛
園
創
立

80
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
園
に

「
社
会
交
流
会
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

館
内
に
は
歴
史
展
示
室
、
図
書
・
閲
覧

室
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
作
品
展

示
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　
同
園
で
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
文
化
会

館
に
展
示
室
を
設
け
、
実
物
資
料
を
中

心
に
展
示
し
て
い
た
が
、「
社
会
交
流

会
館
」
の
オ
ー
プ
ン
に
際
し
展
示
室
を

大
幅
に
拡
張
し
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
も
の
で
あ
る
。
園
内
に
保
管
さ
れ

て
い
た
大
型
の
実
物
資
料
や
夫
婦
雑
居

時
の
居
室
復
元
な
ど
も
組
み
込
み
、
解

説
パ
ネ
ル
に
は
写
真
が
豊
富
に
盛
り
込

ま
れ
、
大
変
充
実
し
た
展
示
と
な
っ
た
。

　
沖
縄
愛
楽
園
に
は
今
年
３
月
に
「
交

流
会
館
」が
完
成
し
た
。そ
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
式
典
の
際
、
館
内
の
資
料
展
示
室

の
内
覧
会
も
行
わ
れ
た
。
展
示
室
は
今

年
６
月
１
日
に
一
般
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
も
長
い
期
間
を
か
け
て

企
画
さ
れ
、
完
成
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。
各
療
養
所
の
歴
史
を
紡

い
で
い
く
場
と
し
て
、
あ
る
い
は

地
域
に
お
け
る
社
会
啓
発
の
拠
点

と
し
て
、
現
場
で
の
資
料
保
存
・

活
用
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
果

た
す
だ
ろ
う
。
今
後
、
多
く
の
人

び
と
が
各
療
養
所
の
展
示
施
設
を

訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

星
塚
敬
愛
園
・
沖
縄
愛
楽
園
に

充
実
し
た
展
示
施
設

居
部
屋
の
掃
除
」
が
あ
る
。
現
在
、
入

所
者
は
個
室
で
生
活
し
て
い
る
が
、
趙

が
こ
れ
ら
を
撮
影
し
た
１
９
７
０
年
は

ま
だ
複
数
人
に
よ
る
雑
居
生
活
で
あ
っ

た
。
お
互
い
に
気
を
遣
い
な
が
ら
少
し

で
も
快
適
に
生
活
を
し
よ
う
と
す
る
様

子
が
こ
の
２
点
か
ら
窺
え
る
。

　
患
者
作
業
の
写
真
と
し
て
は
新
た
に

「
茶
葉
を
刈
る
」、「
養
豚
」、「
裁
縫
」、「
布

団
の
打
ち
直
し
」、「
包
帯
の
巻
き
直

し
」、「
床
屋
」、「
ご
み
回
収
」
の
７
点

を
展
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
い

か
に
多
く
の
仕
事
を
入
所
者
が
担
い
、

療
養
所
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
展
覧
会
を
ご
覧
い
た
だ
い

企画展「この人たちに光を」

第
11
回
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会

資
料
館
も
分
科
会
講
演
会
会
場
に

星塚社会交流会館の内覧会


